
                            

                            

                            

 
 

 

 

【四谷地域センターのホームページ URLは http://ycc.tokyo/】 

シ
リ
ー
ズ
「
四
谷
の
公
園
」 

 
 
 
 
 

～ 

花
園
東
公
園 

～ 

 

新
宿
一
丁
目
、
花
園
小
学
校
と

靖
国
通
り
の
間
の
ビ
ル
街
に
あ
り

ま
す
。
赤
や
黄
色
青
に
塗
ら
れ
た

鉄
骨
や
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
モ
ニ
ュ

メ
ン
ト
に
囲
ま
れ
て
い
て
舞
台
？

も
あ
り
、
な
に
や
ら
不
思
議
な
公

園
で
す
。 

平
日
は
周
辺
の
ビ
ル
街
で
働
く

人
た
ち
の
憩
い
の
場
と
な
っ
て
い

ま
す
。 
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劇
症
型
溶
連
菌
の
感
染
に
注
意
！ 

引
き
続
き 

う
が
い
、
手
洗
い 

消
毒
を
心
が
け
ま
し
ょ
う 

 

水
虫
や
靴
ず
れ
な
ど
、
足
の
小
さ
な 

傷
口
か
ら
感
染
し
や
す
い
の
で 

不
潔
に
せ
ず
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う 

  

注 
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四谷の皆様はじめまして！私たちは文京学院大学で社会学を学

んでいる 4年生の学生です。現在、ゼミの活動で四谷地域の魅力や

課題の探究に取り組んでおります。この度、コミュニティ誌「四谷」

編集委員会の皆様とのご縁から私たちから見た四谷の興味深いこ

とや魅力について書かせていただくことになりました。 

 

なぜ研究先に四谷を選んだの？ 

私たちのゼミでは、学生自らがフィールドワークする地域を

選び、魅力や課題解決の糸口を探求していくという活動をして

います。そして数ある候補地の中、四谷に決定しました。 

四谷を訪ねるまでは「乗り換えで利用したことがあるけれどまちを訪れたことはない」「迎賓館があるとこ

ろ！」など、地名は全員知っていても特に強い印象をもつ要素が見当たりませんでした。 

しかし、実際にまちを歩き、研究を重ねた今、四谷のモノやコト、暮らしが浮かび上がってきました。「「コ

モレ四谷なんて知らなかった。」「大通り沿いは繁華街だけど路地に入れば住宅街が広がっている。」「迎賓館

って四谷に含まれないんだ！」といった訪ねる前とのギャップに全員が驚きました。全く異なる印象を抱い

た四谷、その不思議さが惹かれた理由と言えるかもしれません。このギャップの要因は何なのか。四谷とは

どのようなまちなのか。これを解き明かしたく私たちは四谷を活動場所に選びました。そして、まちを歩くな

かで、地域誌「四谷」と出会いました。 

 

地域コミュニティ誌との出会い 

私たちは社会学を学んでおり、この学びを活かしながら四谷を探求しています。読者の皆様は「社会学」と

聞いて何を思い浮かべるでしょうか。簡単に説明すると、インタビューなどを通じて「人」に着目しながら、

社会にある事象を解き明かそうとする学問です。そのため、今私たちが関わっている地域コミュニティ誌「四

谷」は、四谷を知るための資料としてこれ以上ないものでした。 

地域誌とは、その地域の過去や現在を記録し、時には未来をも想像し、次の世代へと「地域らしさ」をつな

げるツールの一つだと私たちは考えます。そのため四谷では地域誌が昭和６３年から続いているということ

が何よりの魅力であると感じました。 

読み進めるにつれて、多くの方達が色々な地域活動に参加されているのだから、「人」に着目しながら考察

するのが得意な私たちに何かできることがあるのではないだろうか。そう思って、地域の方と協力し合いな

がら様々な地域プロジェクトを企画検討しています。そして、そのプロジェクトの一つとして行っていること

が『地域誌「四谷」に我々も参加してみる！』ということになりました。 

 

私たちのこれから 

現在、学んでいる社会学の知識を活かしながら地域の方の想い

に寄り添ったプロジェクトを実施するために日々検討を重ねて

参ります。これから、四谷で私たちを見かけることがあれば、気

軽に声をかけてくださると嬉しいです。 

 

私たちの文京学院大学は今年１００周年を迎えます。今回記念

すべき年にこのような機会を与えてくださった四谷地域センタ

ー運営委員会の皆様には心より御礼申し上げます。 

文化の街あれこれ ～社会学から視た「四谷」～ 
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四谷特別出張所 

新所長 出沼 克友 

四谷特別出張所 

前所長 窪田 喜成 

  
 
 

 

 
 
 

 

                       

                          

                         

                          

今
年
度
４
月
１
日
付
け
で
、
四
谷
特

別
出
張
所
長
に
着
任
い
た
し
ま
し

た
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
こ
れ
ま
で
は
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
制
度
の
推
進
や
、
行
政
評
価
制

度
な
ど
を
担
当
し
て
お
り
ま
し
た
。 

着
任
後
、
様
々
な
会
合
や
活
動
に
参

加
す
る
中
で
、
地
域
セ
ン
タ
ー
の
運

営
を
は
じ
め
、
町
会
や
地
区
協
議
会

の
諸
活
動
、
地
域
施
設
の
運
営
な

ど
、
地
域
の
皆
さ
ま
が
熱
心
に
取
り

組
ま
れ
て
い
る
姿
を
拝
見
い
た
し

ま
し
た
。
私
も
皆
さ
ま
と
共
に
考

え
、
行
動
し
、
四
谷
地
域
が
よ
り
一

層
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
と
な
る
よ

う
、
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。
そ
し

て
、
皆
さ
ま
が
四
谷
地
域
を
愛
し
て

い
る
よ
う
に
、
私
も
「
四
谷
愛
」
を

持
ち
、
積
極
的
に
地
域
活
動
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

３
月
末
で
四
谷
特
別
出
張
所
長
を
退
任
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
四
谷
地
区
の
皆
様
に
は

大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
着
任
し
た
際
は
、
ま
だ
新
型
コ

ロ
ナ
の
影
響
で
多
く
の
活
動
の
制
限
や
自
粛
が

さ
れ
て
い
た
時
期
で
し
た
が
、
そ
の
一
方
で
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
灯
火
を
消
し
て
は
な
ら

な
い
と
い
う
思
い
も
皆
様
は
強
く
お
持
ち
で
し

た
。
そ
の
後
、
徐
々
に
地
域
活
動
が
再
開
し
、

コ
ロ
ナ
も
５
類
に
な
っ
て
、
よ
う
や
く
本
来
の

四
谷
地
区
の
姿
を
取
り
戻
す
こ
と
が
出
来
た
時

の
地
域
の
皆
様
の
「
絆
」
と
「
誇
り
」
に
、
四

谷
地
区
の
素
晴
ら
し
さ
を
改
め
て
感
じ
て
お
り

ま
し
た
。 

在
任
中
、
イ
ベ
ン
ト
会
場
や
街
中
で
多
く
の

方
々
に
「
所
長
！
」
と
お
声
を
か
け
て
く
だ
さ

り
大
変
う
れ
し
く
思
っ
て
お
り
ま
し
た
。
離
任

す
る
の
は
と
て
も
寂
し
い
で
す
が
、
ま
た
皆
様

と
ふ
と
し
た
と
こ
ろ
で
再
会
で
き
る
の
を
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。 

末
筆
と
な
り
ま
す
が
、

皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
よ
り
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。 

 

去
る
５
月
27
日
（
月
）
午
後
２
時
よ
り
御
来
賓
に

四
谷
第
六
小
学
校
、
花
園
小
学
校
、
両
校
学
校
長
、

並
び
に
四
谷
特
別
出
張
所
長
、
主
査
を
お
迎
え
し
て

開
催
致
し
ま
し
た
。 

出
席
者
23
名
、
欠
席
者
８
名
、
委
任
状
提
出
３
名
の

計
26
名
で
定
数
の
過
半
数
で
成
立
し
、
審
議
も
承
認

さ
れ
滞
り
な
く
終
了
い
た
し
ま
し
た
。 

令
和
６
年
度 

四
谷
地
域
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会 

「
第
30
回 

定
期
総
会
」
を
終
え
て 

 
 

着
任
・
退
任
の
ご
あ
い
さ
つ 

 
指
定
管
理
事
業 

事業名称 開催予定日 概要 

四谷文化祭 R6 年 10 月 19 日（土） 展示・講習会、ステージ、 
喫茶、フリーマーケット等 

四谷文化週間 R 6 年 10 月 20 日（日）
より１週間 

文化祭の展示作品の一部を 1F
にて展示 

四谷ふれあい祭 R 7 年 3 月 9 日（日） 展示・講習会、ステージ YOUTH 
喫茶等 

四谷音楽祭 R 7 年 1 月 19 日（日） クラシックを主とする歌や楽
器演奏等 

サロンコンサート 年 3 回程度 実施日未定 歌、楽器演奏等 

芸術サロン 
 

年 3 回程度 実施日未定 
 

懐かしの邦画、オペラ、歌舞伎
等上映 

子ども映画会 年 2 回 夏休み・冬休み 児童・青少年向け事業 

料理講習会 年 3 回程度 実施日未定  

手作り作品講習会
等 

年 3 回程度 実施日未定 盆踊り練習会等を含む 

夏休み子ども 
工作教室 

年 1 回 実施日未定 ラジオ作り講習会等 

地域協働・連携
事業 

協働事業は３団体程
度を公募 

利用団体等との協働・連携事業
によりセンターの活性化を図
る 

自
主
事
業 

四谷特別出張所
コミュニティ事
業助成事業 
 

バスツアー 
10 月東京都水の科学館予定 

四谷特別出張所が公募する助
成事業によるコミュニティ事
業・親子対象 
（水の科学館・葛西臨海水族館） 

四谷特別出張所
コミュニティ事
業助成事業 

親子ふれあい講座 
幼児と保護者が楽しい時間

を過ごす 

11 月 9 日（土）予定 

四谷特別出張所が公募する助
成事業によるコミュニティ事
業 

地
域
誌 

No125 号 
～127 号 

R6 年度活動目標と課題 
7、12、4 月の年 3 回、各 5,000 部発行 
四谷地域センター事業の積極的 PR 

 

退
任
の
ご
挨
拶 

着
任
の
ご
挨
拶 

バ
ト
ン
タ
ッ
チ 

第
13
期 

新
役
員
紹
介 

会
長 

 
 

石
川 

壽
一 

副
会
長 

 
 

吉
川 

ゆ
り
子 

福
永 

尚
子 

近
藤 

稔
晃 

柳
橋 

明
人 

会
計 

 
 

森
松 

け
い
子 

川
元 

隆
史 

会
計
監
査 

 

榎
本 

勝 

新
倉 

栄
子 
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去
る
６
月
５
日
快
晴
の
中
、
い
つ
以
来
か
の
バ
ス
ツ

ア
ー
を
実
施
し
ま
し
た
。
新
し
い
運
営
委
員
を
含
め
、
青

梅
市
の
吹
上
し
ょ
う
ぶ
園
へ
。
ウ
グ
イ
ス
の
声
と

250

品

種
も
の
美
し
い
花
し
ょ
う
ぶ
に
迎
え
ら
れ
、
夏
も
み
じ
と

木
々
を
渡
る
風
も
清
々
し
く
、
ひ
と
と
き
「
涼
」
を
感
じ

ま
し
た
。
車
窓
か
ら
は
高
尾
が
近
づ
く
に
つ
れ
山
々
の
緑

も
色
濃
く
な
り
、
昼
食
時
に
は
し
ば
し
都
心
の
喧
騒
を
離

れ
、
い
つ
も
と
違
う
雰
囲
気
の
中
、
今
後
の
セ
ン
タ
ー
事

業
に
向
け
意
見
交
換
が
出
来
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
３
年

間
、
新
旧
委
員
仲
良
く
、
こ
こ
で
の
意
見
を
取
り
入
れ
な

が
ら
各
々
の
活
動
に
力
を
注
い
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

第

13

期
運
営
委
員
会
の
ス
タ
ー
ト
で
す
。 

        

                             

編
集
・
発
行 

四
谷
地
域
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会 

編
集
委
員
会 

〒
１
６
０‐

８
５
８
１
新
宿
区
内
藤
町

87 

☎
０
３
（
３
３
５
１
）
３
３
１
４ 

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
（
３
３
５
１
）
３
３
２
４ 

第

13

期 

運
営
委
員 

交
流
バ
ス
ツ
ア
ー 

 

編
集
後
記 

昨
今
、
テ
レ
ビ
を
見
て
い
る
と
「
メ
チ
ャ
ク
チ
ャ
美

味
し
い
」
「
ヤ
バ
イ
、
ウ
マ
ッ
」
な
ど
の
言
葉
を
何
回

も
耳
に
し
ま
す
。
ま
た
か
・
・
・
と
。
そ
も
そ
も
広
辞

苑
に
は
「
や
ば
い
」
は
危
険
で
あ
る
の
意
の
隠
語
で
あ

り
「
滅
茶
苦
茶
」
は
筋
道
の
た
た
な
い
、
訳
の
わ
か
ら

な
い
事
を
さ
す
言
葉
で
す
。
感
情
を
自
由
に
言
葉
に
す

る
今
な
ら
で
は
の
言
い
方
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

せ
っ
か
く
の
美
し
い
日
本
語
を
大
事
に
、
日
頃
か
ら
正

し
い
、
き
れ
い
な
日
本
語
を
心
掛
け
た
い
も
の
で
す

ね
。 

 

訂
正
と
お
詫
び 

前
号
一
二
四
号
で
文
京
学
院
大
学
の
字
が
間
違
え

て
い
ま
し
た
。
「
文
教
・
・
」
と
記
載
し
ま
し
た
が
正

し
く
は
「
文
京
学
院
大
学
」
で
す
。
こ
こ
に
訂
正
を
し

て
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

四谷地域センターの三大祭り情報 
◆四谷文化祭 10月 19日（土） 
※20 日（日）はレガシーマラソンの為、今年は土曜日開催！ 

◆四谷音楽祭 令和 7年 1月 19日（日） 
◆四谷ふれあい祭り-Youth- 
       令和 7年 3月 9日（日） 

地域の盆踊り情報 
◇太宗寺：7／12（金）、13（土）、14（日） 
◇四谷ひろば：開催なし 
◇花園神社：8／1（木）、2（金） 
◇信濃町：9／14（土）のみ 
◇花園町会（花園小）：8／22（木）、23（金） 
◇南元町町会：7／27（土） 
◇荒木町盆踊り：8 月下旬予定 
◇大京町：8／24（土）、25（日） 
◇杉大門通り商店街：9／22（日）  

四
谷
地
域
セ
ン
タ
ー
の 

イ
ベ
ン
ト
を
写
真
で
ご
紹
介 

５
月
６
日
（
月
・
祝
日
）
に
手
作
り
講
習
会
を
実
施

し
ま
し
た
。
今
回
は
、
母
の
日
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
作
り
と

し
て
「
ア
ー
テ
ィ
フ
ィ
シ
ャ
ル
フ
ラ
ワ
ー
を
使
っ
た
カ

ゴ
ア
レ
ン
ジ
」
の
講
習
会
で
す
。
小
学
生
も
２
名
参
加

し
、
大
人
も
子
ど
も
も
思
い
思
い
の
イ
メ
ー
ジ
を
膨
ら

ま
せ
な
が
ら
作
品
作
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。 

小
学
生
２
名
は
互
い
に
違
う
学
校
で
し
た
が
、
会
話

も
弾
み
、
時
折
そ
の
面
白
い
会
話
に
大
人
が
笑
っ
て
し

ま
う
場
面
も
・
・
。
又
、
ア
レ
ン
ジ
を
進
め
て
い
く
途

中
で
上
手
く
い
か
な
い
時
に
隣
の
人
が
助
け
て
く
れ
た

り
し
な
が
ら
、
最
後
は
全
員
が
本
当
に
可
愛
ら
し
い
作

品
を
完
成
さ
せ
て
い
ま
し
た
。 

◆
次
回
は
ワ
イ
ヤ
ー
ア
ー
ト
体
験
を
７
月

28

日
（
日
）

に
実
施
。
申
し
込
み
は
７
月
７
日
（
日
）
よ
り
先
着

16

名
で
新
宿
区
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
小
学
１
年
生
以

上
が
対
象
で
す
。
詳
細
は
事
務
局
ま
で
。 

新運営委員より・・・ 
＊楽しく有意義な体験が出来ました。 
＊地域の方達との交流はとても良いと思います。 
＊垣根を超えたコミュニティの交流は素晴らしいと思います。 
＊是非このような機会をまた作って欲しい。     など 

 

※
都
合
に
よ
り
変
更 

に
な
る
可
能
性
有
り 


